
（開示様式例）公認会計士等の異動に関するお知らせ
○○年○○月○○日
各　位
会 社 名
○○○○株式会社
代表者名
代表取締役社長　○○　○○

（コード：○○○○、○○○○市場）
問合せ先
取締役広報・ＩＲ部長　○○　○○

（TEL．○○－○○○○－○○○○）
公認会計士等の異動に関するお知らせ
当社は、○○年○○月○○日開催の取締役会において、以下のとおり、金融商品取引法第１９３条の２第１項及び第２項の監査証明を行う公認会計士等の異動が生じましたので、お知らせいたします。
１．異動年月日
○○年○○月○○日
２．就退任する公認会計士等の概要
（１）就任する公認会計士等の概要
	①
	名称
	○○○監査法人

	②
	所在地
	○○県○○市△△　○－○－○

	③
	業務執行社員の氏名
	○○　○○
○○　○○

	④
	公認会計士法に基づく上場会社等監査人登録制度への登録状況
	


※「公認会計士法に基づく上場会社等監査人登録制度への登録状況」には、以下のいずれかを記載する。
· 上場会社等監査人登録制度に登録済みである旨
· 改正公認会計士法の附則第3条第3項の規定によるみなし登録を受けている旨
（２）退任する公認会計士等の概要
	①
	名称
	○○○監査法人

	②
	所在地
	○○県○○市△△　○－○－○

	③
	業務執行社員の氏名
	○○　○○
○○　○○


３．退任する公認会計士等の就任年月日
○○年○○月○○日
４．退任する公認会計士等が直近３年間に作成した監査報告書等における意見等
５．異動に至った理由及び経緯
６．５．の理由及び経緯に対する意見
（１）退任する公認会計士等の意見
（２）監査役会の意見
＜退任する公認会計士が６．（１）の意見を表明しない場合＞
７．退任する公認会計士が６．（１）の意見を表明しない理由及び退任する公認会計士等に対し、意見の表明を求めるために講じた措置の内容
８．今後の見通し
＜その他投資者が会社情報を適切に理解・判断するために必要な事項を記載する。＞
以　上

